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1. 平成31年3月期第1四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第1四半期 13,225 14.9 2,672 10.9 2,881 18.2 1,972 16.1

30年3月期第1四半期 11,510 9.1 2,411 9.8 2,437 15.0 1,699 20.2

（注）包括利益 31年3月期第1四半期　　1,225百万円 （△39.3％） 30年3月期第1四半期　　2,017百万円 （159.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第1四半期 34.29 ―

30年3月期第1四半期 29.55 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

31年3月期第1四半期 71,217 40,657 55.5 687.02

30年3月期 70,621 39,790 54.7 672.14

（参考）自己資本 31年3月期第1四半期 39,519百万円 30年3月期 38,663百万円

（注）　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、平成
30年３月期については、遡及適用後の数値を記載しています。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 5.00 ― 6.00 11.00

31年3月期 ―

31年3月期（予想） 6.00 ― 6.00 12.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 27,300 13.1 4,300 2.8 4,400 3.5 3,000 1.7 52.15

通期 56,700 10.5 9,000 △0.5 9,100 1.2 6,200 1.4 107.78

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有

新規 1 社 （社名）
関東電化ファインプロダクツ
韓国株式会社

、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期1Q 57,546,050 株 30年3月期 57,546,050 株

② 期末自己株式数 31年3月期1Q 22,531 株 30年3月期 22,531 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期1Q 57,523,519 株 30年3月期1Q 57,523,520 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社と
してその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は、【添付
資料】3ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１.当四半期決算に関する定性的情報

(１) 経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続くなかで、各種
政策の効果もあり、緩やかな回復基調が続きました。一方、海外においては、通商問題の動向が
世界経済に与える影響や、金融資本市場の変動リスクについても留意する必要があり、先行き不
透明な状況が続きました。 
このようななか、当社グループの当第１四半期連結累計期間の売上高は、精密化学品事業部門

が、販売数量の増加により増収となったため、132 億 25 百万円と前年同期に比べ 17 億 15 百万
円、14.9%の増加となりました。損益につきましては、経常利益は 28 億 81 百万円と前年同期に
比べ 4億 44 百万円、18.2%の増加となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は 19 億 72
百万円と前年同期に比べ 2億 72 百万円、16.1%の増加となりました。 

セグメント別の概況は、次のとおりであります。 

① 基礎化学品事業部門

か性ソーダは、価格修正効果により、前年同期に比べ増収となりました。塩酸は、販売数量
の増加により、前年同期に比べ増収となりました。 
塩素系有機製品につきましては、トリクロールエチレンは、販売数量の増加により、前年同

期に比べ増収となりました。パークロールエチレンは、販売数量の減少により、前年同期に比
べ減収となりました。 
以上の結果、基礎化学品事業部門の売上高は、18億 50 百万円となり、前年同期に比べ 3億

01 百万円、19.5%の増加となりました。営業損益につきましては、営業利益 2 億 01 百万円と
なり、前年同期に比べ 1億 23 百万円、158.7%の増加となりました。 

② 精密化学品事業部門
半導体・液晶用特殊ガス類につきましては、三フッ化窒素は、販売数量の減少により、前年

同期に比べ減収となりました。六フッ化タングステンは、販売数量の増加により、前年同期に
比べ増収となりました。 
電池材料の六フッ化リン酸リチウムは、販売価格は低下したものの販売数量の増加により、

前年同期に比べ増収となりました。 
以上の結果、精密化学品事業部門の売上高は、96 億 05 百万円となり、前年同期に比べ 12

億 84 百万円、15.4%の増加となりました。営業損益につきましては、営業利益 22 億 20 百万円
となり、前年同期に比べ 1億 13 百万円、5.4%の増加となりました。 

③ 鉄系事業部門
複写機・プリンターの現像剤用であるキャリヤーは、販売数量の増加により、前年同期に比

べ増収となりました。鉄酸化物は、着色剤の販売減少により、前年同期に比べ減収となりまし
た。 
以上の結果、鉄系事業部門の売上高は、6 億 68 百万円となり、前年同期に比べ 17 百万円、

2.7%の増加となりました。営業損益につきましては、営業利益 1 億 36 百万円となり、前年同
期に比べ 37 百万円、21.6%の減少となりました。 

④ 商事事業部門
商事事業につきましては、化学工業薬品の販売増加により、前年同期に比べ増収となりまし

た。 
以上の結果、商事事業部門の売上高は、5 億 98 百万円となり、前年同期に比べ 24 百万円、

4.2%の増加となりました。営業損益につきましては、営業利益 26 百万円となり、前年同期に
比べ 14 百万円、34.9%の減少となりました。 

⑤ 設備事業部門
化学設備プラントおよび一般産業用プラント建設の売上高は、請負工事の増加により前年同

期に比べ増収となりました。 
以上の結果、設備事業部門の売上高は、5 億 02 百万円となり、前年同期に比べ 87 百万円、

21.1%の増加となりました。営業損益につきましては、営業利益 64 百万円となり、前年同期に
比べ 25 百万円、64.3%の増加となりました。 
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(２) 財政状態に関する説明 

当第１四半期連結会計期間末の資産は、投資有価証券や現金及び預金、流動資産のその他が減

少した一方、たな卸資産や有形固定資産、繰延税金資産、受取手形及び売掛金が増加したことな

どから、前連結会計年度末に比べ 5億 96 百万円増加し、712 億 17 百万円となりました。 

負債は、支払手形及び買掛金や流動負債のその他が増加した一方、借入金や未払法人税等が減

少したことなどから 2億 71 百万円減少し、305 億 59 百万円となりました。 

純資産は、その他有価証券評価差額金や為替換算調整勘定が減少した一方、利益剰余金が増加

したことなどから 8億 67 百万円増加し、406 億 57 百万円となりました。自己資本比率は、前連

結会計年度末の 54.7％から 55.5％となりました。 

(３) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 31 年 3月期第２四半期連結累計期間および通期の業績予想につきましては、平成 30 年 5
月 15 日付にて公表しました業績予想を修正しております。詳しくは、別途公表いたしました「業
績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
なお、上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後さまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,454 13,007

受取手形及び売掛金 14,142 14,367

電子記録債権 641 763

商品及び製品 2,838 3,092

仕掛品 4,333 4,868

原材料及び貯蔵品 2,917 3,263

その他 1,541 1,093

貸倒引当金 △25 △25

流動資産合計 39,843 40,431

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,138 6,123

機械装置及び運搬具（純額） 8,377 7,922

その他（純額） 6,023 7,208

有形固定資産合計 20,539 21,254

無形固定資産 509 496

投資その他の資産

投資有価証券 8,518 7,605

繰延税金資産 659 896

その他 554 536

貸倒引当金 △4 △4

投資その他の資産合計 9,728 9,035

固定資産合計 30,777 30,786

資産合計 70,621 71,217
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,422 6,584

電子記録債務 840 884

短期借入金 4,711 4,310

1年内返済予定の長期借入金 1,271 1,275

未払法人税等 1,583 913

役員賞与引当金 84 －

その他 3,540 4,542

流動負債合計 18,455 18,511

固定負債

長期借入金 10,314 9,985

役員退職慰労引当金 122 125

環境対策引当金 34 10

退職給付に係る負債 1,636 1,673

その他 267 253

固定負債合計 12,375 12,048

負債合計 30,830 30,559

純資産の部

株主資本

資本金 2,877 2,877

資本剰余金 1,829 1,829

利益剰余金 30,711 32,333

自己株式 △12 △12

株主資本合計 35,406 37,028

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,919 2,441

為替換算調整勘定 355 63

退職給付に係る調整累計額 △17 △12

その他の包括利益累計額合計 3,257 2,491

非支配株主持分 1,126 1,138

純資産合計 39,790 40,657

負債純資産合計 70,621 71,217
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 11,510 13,225

売上原価 7,480 8,859

売上総利益 4,030 4,366

販売費及び一般管理費 1,619 1,693

営業利益 2,411 2,672

営業外収益

受取利息 2 1

受取配当金 97 100

デリバティブ評価益 53 11

為替差益 － 62

その他 64 104

営業外収益合計 218 280

営業外費用

支払利息 32 33

為替差損 142 －

試作品売却損 8 21

その他 8 15

営業外費用合計 192 71

経常利益 2,437 2,881

特別損失

固定資産除却損 23 27

特別損失合計 23 27

税金等調整前四半期純利益 2,414 2,854

法人税等 709 835

四半期純利益 1,704 2,018

非支配株主に帰属する四半期純利益 5 46

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,699 1,972
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純利益 1,704 2,018

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 174 △486

為替換算調整勘定 128 △312

退職給付に係る調整額 9 4

その他の包括利益合計 312 △793

四半期包括利益 2,017 1,225

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,998 1,206

非支配株主に係る四半期包括利益 19 19
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

当第１四半期連結会計期間において、非連結子会社でありました関東電化ファインプロダクツ韓国㈱の重要性

が増したため、連結の範囲に含めております。 なお、関東電化ファインプロダクツ韓国㈱は当社の特定子会社

に該当しております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算)

当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。但し、見積実効税率を用い

て税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によって計算し

ております。

（追加情報）

(「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号 平成30年２月16日)等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。
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（セグメント情報）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)２
基礎化学品

事業

精密化学品

事業
鉄系事業 商事事業 設備事業 計

売上高

(1) 外部顧客への売上高 1,549 8,320 650 574 414 11,510 － 11,510

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

302 47 37 867 594 1,849 △1,849 －

計 1,852 8,368 688 1,441 1,009 13,359 △1,849 11,510

セグメント利益 78 2,106 173 40 39 2,437 △26 2,411

(注) １．セグメント利益の調整額△26百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)２
基礎化学品

事業

精密化学品

事業
鉄系事業 商事事業 設備事業 計

売上高

(1) 外部顧客への売上高 1,850 9,605 668 598 502 13,225 － 13,225

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

355 46 11 982 533 1,930 △1,930 －

計 2,206 9,651 680 1,581 1,036 15,156 △1,930 13,225

セグメント利益 201 2,220 136 26 64 2,649 23 2,672

(注) １．セグメント利益の調整額23百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

決算短信（宝印刷） 2018年08月03日 19時23分 6ページ（Tess 1.50(64) 20180525_01）

関東電化工業㈱（4047）平成31年3月期　第1四半期決算短信

9


	短信サマリー
	②（ヘッダー＆フッター）
	平成31年3月期 第1四半期決算短信 目次★
	平成31年3月期 第1四半期定性的情報①
	第112期1Q決算短信本表以降_20180803ver3




